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After the Vietnam War, a huge number of “boat people” and other refugees 
escaped from the Indochinese Peninsula.  In Japan, which like other developed 
nations accepted many of these refugees, the main non-governmental organizations 
cooperating on projects to care for them were religious organizations.  I examine the 
factors under which Rissho Kosei-kai, a well-known new religion in Japan, began 
participation in these projects and continued them for about 20 years.  This article has 
academic importance for the field of studies on the religion of immigrants 
(“Newcomers”) in contemporary Japan and on the relation between immigrants and 
Japanese religious groups, which have not paid adequate attention to these refugee 
projects. 
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流を初めて 10 日目、21 歳の若者が海に飛び込み自ら生命を絶った。…
もう何隻の船が我々を無視して去って行っただろうか。……漂流 18 日
目、弟は船底に横たわってままその短い小さな灯火を消した。……漂




弟国、日本の船が。（1977 年 8 月に立正佼成会若狭教会高浜法座所が


















と同じく 1930 年代から 50 年代後半に始まり、ベトナムやカンボジア難民
支援の組織が多数生まれた 1979 年から 80 年代には、曹洞宗東南アジア難
民救済会議（シャンティ国際ボランティア会の前身）などの宗教系組織も
誕生していったという（さらに 1980 年代後半以降になると、数を増してい


































































14,000 人であり、その約 4 分の 3 は欧米諸国やオーストラリアへ第三国定
住した。日本の定住者の難民の受入総数は、ボート・ピープルとして到来
した残りの人びとと他国からの第三国定住を合わせて11,319人であった（そ
のうち約 8 割がベトナム人）(2)。 
次に荻野剛史の研究成果［荻野 2013］と新聞報道を参照して(3) 、日本に
おけるインドシナ難民、とくにベトナム難民の受入事業の流れについて取
り上げたい。荻野はその歴史を以下のように 3 つに区分して整理している。 
第 1 期：1975-79 年 








ナム難民 政府、急増に打つ手なし 430 人、施設は満員」『朝日新聞』1977
年 5 月 23 日朝刊）。そして、日本政府は 1978 年に一時滞在中の難民の定住
を認めることとなる。 
第 2 期：1979-89 年 
1979 年 7 月、日本政府はアジア地域の難民キャンプに一時滞在中のイン
ドシナ難民、ベトナム戦争終結以前に日本での居住経験を有する元留学生
等の定住を認め、500 人の定住枠を設定する。同年 11 月、政府の委託を受
けたアジア福祉教育財団（自民党国会議員の歳費の一部を基本金として発
足した組織）が難民事業本部を設置し、インドシナ難民定住促進事業を開
始する。さらに同年 12 月、難民事業本部が姫路定住促進センタ （ー兵庫県）




1980 年 2 月、大和市促進センター（神奈川県）開設 
1982 年 2 月、大村難民一時レセプションセンター（長崎県）開設、一時
庇護事業開始 




急増のベトナム難民 政府苦慮 不足分は民間頼み インドシナ難民」『朝日
新聞』1980 年 8 月 10 日朝刊、「難民二千で日本頭痛 施設、もうパンク 新
記録の滞在者数 難民」『朝日新聞』1980 年 12 月 12 日朝刊、「難民施設パン













Comprehensive Plan of Action）が採択され、偽装難民を排除するためのスク
リーニング制度が導入されるに至る。日本においても出稼ぎ目的で難民を
偽装する入国者の増加が問題視されるようになっていた（「入管職員きりき
り舞い 「難民」殺到 人手も施設も不足 金満国への黒船」『朝日新聞』1989







1995 年 3 月、大村難民一時レセプションセンター閉所 
1996 年 3 月、姫路定住促進センター閉所 
1998 年 3 月、大和定住促進センター閉所 
2003 年 4 月、条約難民の支援を開始 




















日本赤十字社：一時滞在施設数 12 ヶ所(6) 、1975 年-90 年代半ば 
カトリック（カリタスジャパン）：22 ヶ所、1975 年-90 年代半ば 
立正佼成会：2 ヶ所（小湊教会、若狭教会高浜法座所）1977-95 年 
天理教：1 ヶ所（日野大教会）、1978-84 年 
救世軍：1 ヶ所（岩佐寮）、短期間で終了 





























































馬・中牧・西山編 1996: 313-315］。なお、『宗教年鑑 平成 24 年』によれば、
2012 年末現在の信者数は 3,232,411 人、教師数は 77,772 人である［文化庁編






正佼成会が主要な役割を担ってきた同会議は 1970 年 10 月に京都で第 1 回
会議が開催され、第 2 回会議が 1974 年 8 月にベルギーで開催された。そう
した流れのなかで 1976年 11月にはシンガポールで第 1回アジア宗教者平和
会議（ACRP）が、庭野日敬を大会会長（組織委員会委員長）として催され
る。ACRP 閉会翌日の WCRP 国際員会で、日敬の発議によるインドシナ難
民支援が決議された結果、WCRP 国際員会と ACRP の共同事業として具体





































小湊教会の難民キャンプでは 1977 年から 1992 年まで難民を受け入れ、
その総数は受入数 468 人とキャンプ内で出生した者 8 人を合わせて計 476
人だった。そのうち日本国外に第三国定住した者は 226 人（アメリカ 162
人、オーストラリア 20 人、ベルギー18 人、カナダ 21 人、フランス 2 人、
ノルウェー1 人、南米 1 人、イギリス 1 人）である。日本赤十字社やカリタ
スジャパン等の施設へ国内転住した者は 67 人、施設を出たのちに日本に定
住した者は 183 人（退所後、定住促進センター等を経る）となっている。
受入数の推移については、1977-85 年の期間が 371 人、1986 年 28 人、1987
年 11 人、1988 年 10 人、1989 年 27 人、1992 年 21 人（記載のない年は受け






ナ難民会議であった。同会議は 1979-95 年までに計 170 回以上開催された定
例会議であり、その場でさまざまな問題が提起されて解決が模索された。
会議に出席していたおもな機関・組織は、内閣官房インドシナ難民対策連












（うち 1 人は 1992 年に死去）。1980 年代になると、通訳のベトナム人男性








る。その後、関東大震災（1923 年）、家族での満州滞在（1924 年 7-10 月）
を経て、1925 年 4 月に東京市本所区内の尋常小学校に入学する。しかし、




となる。1942 年 7 月に帰国して除隊したのちは、1943 年 3 月に千葉県警察
学校に入学し、同年 7 月から館山署に着任した。1944 年に千葉県白浜町出
身の女性と結婚したものの、翌年 6 月に召集令状を受けて佐倉東部 64 部隊
に入隊して広島県に赴任する。同年 8 月 6 日、広島において爆心地から 2km





立正佼成会第 9 支部に入会する。1957 年に「入神資格」（教師の資格）を取
得し、1966 年に小湊支部長（3 代目）に着任。1969 年に小湊教会が創設さ
れると初代教会長に就任する。そして、庭野日敬の指示により、1977 年か










































































実施されていた。例えば、1977 年 7 月には難民たちと本部大聖堂（東京都






ャンプへの慰問と交流活動もたびたび実施されていた（1981 年 11 月、1984






































































































































































































(1) その意味で奥島美夏の研究［奥島 2006］は貴重な成果である。 
(2) ［国連難民高等弁務官事務所編著 2001: 78-103］のほか、以下のウェブサイトを




http://www.rhq.gr.jp/japanese/profile/outline.htm（閲覧日：2013 年 12 月 31 日） 
(4) 新聞各紙の報道によれば、当時の日本全国における民間一時滞在施設の収容定員
の合計はおおよそ 1,500 人前後だったと推測される。 
(5) ［戸田 2001: 208; カトリック難民定住委員会編集委員会編 2001: 143-144］など
を参照した。 
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年 12 月 31 日閲覧）などを参照した。 
(8) なお、他のインドシナ難民支援事業に携わった日本の宗教系組織としては、曹洞















孝本・対馬・中牧・西山編 1994: 60］。 




(11) 本節の記述は［青木 1999a; 1999b; ムコバデイヤーヤ 2005］のほか、 世界宗教
者平和会議（WCRP）日本委員会ホームページ
（http://saas01.netcommons.net/wcrp/htdocs/ 閲覧日：2013 年 12 月 31 日閲覧）を
参照した。 
(12) 本節の記述はとくに注記のないかぎり主として［青木 1999a; 1999b; 1999c］を
参照したが、［教団史編纂委員会編 1983b］も参考にした。 
(13) 後藤益巳氏への聞き取り調査より（2013 年 6 月 22 日）。 
(14) 本章の以下の記述はとくに注記のないかぎり［青木 1999a; 1999b; 1999c; 青木
（発行年不明）］を参照した。 
(15) 難民事業本部のウェブサイトを参照。 
http://www.rhq.gr.jp/japanese/know/i-nanmin.htm（閲覧日：2013 年 12 月 31 日）。 










(18) ［井上・孝本・対馬・中牧・西山編 1996: 313-314, 523-525, 542-543; キサラ 1992: 
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